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学力向上に向けて学力向上に向けて 2424 授業改善・指導技術 ⑭

～ 教師力の連鎖・プラトーについて ～

6月10日（水）に経験者研修Ⅲを開催しました。受講者数は、73
名（H18:35名 H19:37名 H20:34名）でした。その研修において
教職員の組織力という面から次のようなことを考えていただきま
した。組織力の向上は、学力向上にも関係すると思います。

１ 各世代の個人としての
成長について

子どもも一生懸命変わろう
としています、教師も負けず
に変わろうとしています。形
を超えた、相互の努力のハ
ーモニーが授業には必要で
す。
プラトーとは学習心理用語

で、人が学習を継続していく
と、ある時期には習熟して慣れの状態になり、実用として役立つ
ようになりますが、上達は目立たなくなり横ばいになります。そし
て、その状態に自己満足すれば、そのままの状態で固定化され、
上達は止まります。このプラトーを脱出するには、「慣れ」や「殻」
を打ち破ることが大切で、他人からのヒントやコーチに加えて、自
らの創意工夫が必要であるとされています。
参照：『学校組織マネジメント研修～すべての教職員のために

学級経営のヒント ⑬

～ 机 間 指 導 ～

個に応じたきめ細かい指導を充実させるためには、授業中の

机間指導が大切であり、本時のめざす方向にそって、意図的・

計画的に継続して行うことが必要である。

１ 指導すべきこと・・・一人一人の状況をよくつかんで

① 課題を把握しているかどうか。

② 課題解決の見通しをもつているか。

③ 自分なりに解決できるか。

○ 解決の方向に誤りはないか。

○ 解決のために支援（ヒントなど）の必要はないか。

④ わかったことをわかりやすく話ができているか。

⑤ 学習や取り組みの反省ができているかなど。

２ 机間指導のポイント・・・教えることが強くならないように

① 活動の様子を見つめる。

「何をしたいのか、しようとしているのか」をつかむ。

② 子どもの思考を方向づける。

～ 授業参観のもち方・留意点 ～

－理解と協力を得るため、資料や計画など確実に準備し、

わかりやすい授業になるよう配慮する。－
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夏期休業中の研修案内

～』
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kenshu/05031101/001
.pdf
２ 教師力の連鎖
「努力は足し算、協力はかけ算」ということもあります。『夢中で

がんばる若手がいて、それをバックアップする中堅がいて、彼ら
を温かく見守るベテランがいる。それぞれの世代間による活発な
交流と支え合いが、学校の新しい流れを生む力となるのです。』
先生方が、それぞれの財産を持っているのが学校です。でも、そ
の財産を自分だけのものにしていないでしょうか？先生方がその
経験を分かち合い、学校全体が子どものために取り組んでいる
という雰囲気が大事になります。

参照：DVD「学校の新しい流れ ～教師力の連鎖～」
（総合教育センター貸出可能3本）

８月６日（木）ＩＣＴ活用講座（幼稚園①） １４：００～

１０日（月）経験者研Ⅱ教科指導研修②〈模擬授業〉 １０：００～

１０日（月）模擬授業講座 １０：００～

１０日（月）授業力向上講座Ⅰ（音技家図美） １４：００～

１１日（火）ＩＣＴ活用講座（幼稚園②） １４：００～

１７日（月）子ども理解講座Ⅱ ９：３０～

１７日（月）幼児教育講座② １３：００～ 武藤安子（共立女子大）

１８日（火）子ども理解講座Ⅱ １４：００～

１８日（火） ＩＣＴ活用講座（小③）１４：００～

１９日（水）不登校対策講座①１４：００～大河原美以（東京学芸大）

１９日（水）経験者研Ⅱ生徒指導研修（不登校対策講座①）

１９日（水）授業力向上講座Ⅱ（中理科③） １０：００～福島高専

２０日（木）幼稚園初任者研修③〈一般研修③〉 １０：００～

２０日（木） ＩＣＴ活用講座（小④） １４：００～

２１日（金）授業改善講座 １４：００～ 宮前 貢（福島大）

２１日（金）経験者研Ⅱ教科指導研修③（授業改善講座）

わかりやすい授業になるよう配慮する。－

① 一人一人に目を向けた多様な授業展開を工夫する。

○ 保護者は自分の子どもが授業でどういう動き、反応をする

かを一番心配している。

② 授業を見ていただくという姿勢をもつ。

○ 大半の時間を聞いていたり、作文を書いたりするなどの授

業展開はさけたい。

③ 板書計画をしっかり立てる。

○ 途中から参観する保護者もいる。ねらいは何かなど授業の

基本を示す。乱雑な文字、誤字脱字に注意する。

④ 教室環境を整備する。

○ 掲示物、子どもの作品は全員分あるか、人権に配慮した環

境か、殺風景でないかなど、学習環境を事前にチェックする。

７月２１～２３日（２日間）初任研 社会奉仕・自然体験 鬼ヶ城

２３日（木）心理検査活用講座 ９：３０～

２４日（金）ＩＣＴ活用講座（小①） １４：００～

２４日（金）授業力向上講座Ⅱ（中理科①） １０：００～福島高専

２７日（月）幼児教育講座① １３：００～ 柴崎正行（大妻女子大）

２７日（月）ＩＣＴ活用講座（小②） １４：００～

２８日（火）ＩＣＴ活用講座（中） １４：００～

３０日（木）幼稚園初任者研修②〈一般研修②〉 １０：００～

３１日（金）経験者研Ⅱ教科指導研修①〈教材研究〉１０：００～

８月 ２日（日）いわき市青少年育成大会 成田真由美（パラリンピック金メダリスト）

３日（月）授業力向上講座Ⅱ（中理科②）１０：００～アクアマリン

３日（月）子ども理解講座Ⅰ ９：３０～

３日（月）初任研〈カウンセリング研修〉 ９：３０～

４日（火）初任研〈カウンセリング研修〉 ９：３０～

４日（火）子ども理解講座Ⅰ ９：３０～ 鈴木庸裕（福島大）

５日（水）授業力向上講座Ⅰ（国算数英①） １４：００～

６日（木）特別支援教育講座 １３：３０～


